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Ⅰ.は じめに

日本の主な臨海沖積低地については,これまでに堆積物の層序が整理 され,地形覚

達史が編まれてきた.14C年代測定は,このような沖積低地の地形発達および古環境

の変遷史を研究するうえで,非常に大 きな役割を果たしてきた.

本稿では,従来の研究では詳細に取 りあげられることの少なかった,臨海沖積低地

の最上部堆積物お よびその14C 年代値の持つ意味について整理する.そ して,事例 と

して夫作川下流低地 (川瀬 1998)を取りあげ,名古屋大学年代測定資料研究センタ

ーのタンデ トロン加速器質量分析計を用いて得 られた成果を報告する.

ⅠⅠ.14C年代測定の意義

臨海沖積低地の最上部堆積物を調査 ･分析 し,その14C年代値を測定する目的は,

大 きくわけて 2つある.ひとつは,縄文海進高頂期以降の海岸線の移動パターンを把

握することであり,もうひとつは,離水後の沖積低地の古環境変遷を明らかにするこ

とである.

冒頭で述べたように,日本の主な沖積低地の地形発達史は,すでにほぼ明らかにさ

れている.これらの研究では,縄文海進が及んだ範囲すなわち当時の海岸線が,海成

堆積物や月家の分布範囲から推定されている.また,いくつかの地域では,考古遺跡

の分布や堆積物の14C年代値から,弥生時代前後の海岸線が復元されている.しかし,

縄文海進の高頂期 (約6,000-5,000年前)から弥生時代 (約2,000年前)までの

3,000-4,000年間という比較的長期間に,海岸線がどのように移動 したのかについ

ては,十分に明らかにされていない.例えば,海岸線が一定の速度で徐々に海側に前

進 していった可能性と,間欠的に前進 した可能性がある.

北海道の臨海沖積低地では,泥炭地すなわち沖積低地の拡大が,4500年前 と3000

-2000年前の2つの時期に顕著であったことが,大平ほか (1994)で明らかにされ

ている (図 1).この研究では,低地の離水後に発達を開始 した泥炭層の基底の年代

を14C年代測定 と火山灰によって複数地点でおさえ,沖積低地の拡大過程を復元 して

いる.これまでの沖積低地に関する研究で得られた14C年代の多 くは, 1本のコアか

ら複数の層準の試料について測定されたものであったが,海岸線の移動 (低地の拡大

過程)を明らかにするためには,沖積層最上部の海成層と陸成層の境界部の年代を,
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図 1 北海道における泥炭層の14C 年代 (大平ほか 1994)

複数地点で測定する必要がある･特に,臨海沖積低地では河道および河口の移動によ

って堆積場の中心が変化する可能性があり,海岸線の移動の詳細を把握するためには,

空間的に分散 した多数の地点から年代測定試料 を得 るのが望ましい.

海岸線の移動は,完新世における沖着低地の古環境変化のなかでもっとも顕著なも

のである･ しか し,離水 した沖積低地が,その後まったく静的な環境 に置かれていた

わけではない･関東平野の開析谷では,気候変化お よび海水準の低下に対応 したと考

えられる木本質泥炭の堆積が報告 されている (辻 1992).また,低平な低地上で微

高地をなす自然堤防が形成 される以前に,洪水氾濫の少ない時期があったと推定する

研究 もある (井関 1978)･さらに,近年の考古遺跡の発掘調査では自然科学分析が

導入され,遺跡の立地前後の自然環境の変遷が,土器編年および14C 年代に基づいて

明 らかにされる例 も増えている (例えば愛知県埋蔵文化財センター 1992).この

ようない くつかの報告があるものの,低地全体の地形発達史のなかでそれらがどのよ

うに位置づけられるのか,十分に議論されていない.

沖債層最上部堆積部は,成層構造をなしているその下位の地層にくらべると層相が

複雑で,これまで沖積層全体を論 じるときには簡単に触れられるのみだった. しかし,

堆積物の14C年代 を求めて,より詳細 に古環境を復元する余地は残 されていると考え
られる.

ⅠⅠⅠ･央作用下流低地 にお ける最上部堆墳 物の特徴

前述のような問題意識をもって,矢作川下流低地における地形環境の変遷を明-らか
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図2 矢 作 川 下 流低地の概 観図
図3 地質断面図 (A-A'-E-E')

および珪藻分析地点 (a-d)位置図
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図4 地質断面図 (A-A'断面)

にするため,最上部堆積物の分析 と14C年代測定をおこなった.矢作川下流低地 (図

2)は三河湾に面する南北に細長い低地であるが,今回は縄文海進の及んだとされる

東海道新幹線以南の下流部について調査 した.以下に,ハ ン ドオーガーによる掘削

調査および関係各機関か ら収集 した地質資料に基づいて堆積物の特徴 を述べる.

低地の各地域 について措かれた地質断面 (図 3)の一例 を図 4に示す.この断面図
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は,夫作用の支流の2河川に直交する方向に措かれたものである.堆積物の特徴を,

下位から順に記載する.

堆積物は標高約 0mより下は砂層になり,それ以下についてはハン ドオーガーでは

掘削出来なかった.機械ポーリングの資料によると,この砂層の厚さは5mほどで,

その下が貝殻混 じりの粘土層 となる.したがって,図中で最下部の砂層が沖積層上部

砂層で,それより上位は最上部陸成層 と判断される.河道沿いでは上部砂層の上位の

地層は自然堤防を構成する砂層であ り,地表まで連続 して厚い砂層が堆積 している.

一方,地表地形で後背湿地の部分では,上部砂層の上位に最大層厚 3mの顕著な腐植

質粘土 ･シル ト層が堆積 している.この後背湿地堆積物は,標高 4m付近でシルト質

砂層によって覆われている.また,安藤川寄 りの部分では,自然堤防を構成する砂層

によって,後背湿地堆積物が覆われている.

以上から,次のような堆積環境の変遷が推定される.本断面図の地域では,三角州

の離水によって上部砂層の堆積が終了 した後,河道沿いには自然堤防を構成する砂層

が,自然堤防の背後には腐植質の粘土 ･シルト層が堆積 した.粘土 ･シル ト層の堆積

範囲から,三角州の離水後の微地形は後背湿地がやや広 く展開したものであったと推

測される. しか し,その後,後背湿地堆積物を覆ってシル ト質砂層や自然堤防構成砂

層を堆積 させるような,河川氾濫の活発な環境に変化 した.

このような環境変化は,堆積物の珪藻分析結果 (図 5)からも裏付 けられる･珪藻

化石群集は下位 より,海生 ･汽水生珪藻群集,淡水沼沢地 ･湿地に生息する珪藻群集,

好流水生珪藻というように変化する.

以上のような最上部堆積物の整理 と珪藻分析 を,低地を4つの区域にわけおこなっ

た.
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ⅠⅤ.矢作川下流低地の最上部堆積物 の 14C年代値

本研究お よび従来の研究の14C年代測定試料は,図 6に示 したような層準か ら得 ら

れている.各試料の採取地点を図 7に,測定結果を表 1に示す･また,各地点の堆積

物の層序 と14C年代測定試料の層準は図 7の通 りである･沖積低地の最上部堆積物の

うち,沖積層上部層は三角州前縁の海成堆積物であ り,その上位の陸成層の堆積開始

時期 を三角州の離水期 とみなすことができる･ したがって,海岸線の移動を明らかに

するため,測定試料の多 くは上部砂層の直上か ら得た･また,離水後の環境を変化 を

復元するため,陸成層中か らも測定試料 を採取 した･
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表 1 対象地域における14C年代値と測定試料
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図 7 14C年代測定試料採取地点位置図
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V.矢作川下流低地 におけ る古環境 の変遷

沖積層最上部堆債物の特徴,珪藻分析,14C年代測定結果に,考古遺跡の資料 も併

せて検討 し,矢作川下流低地における完新世後半の古環境の変遷について検討 した蘇

莱,以下に述べ ることが明 らかとなった.

まず,矢作川下流低地における旧海岸線の移動について述べる.陸成層の基底の年

代倍から,本地域では海岸線の移動は段階的に進行 した (図 8).すなわち,約

3,000年前-2,500年前にかけて比較的広範囲にわたって三角州の離水が進行 し,港

岸線が急速に海側-移動 した･この後,約1,500年前に低地の東南部の上部が,さら

に約1,000年前 に西南部の一部 (離水範囲は不明)が離水 した.これ らの 3つの時期

のあいだの期間には,海岸線の海側-の大 きな移動はなかったと考えられる.この よ

うな段階的な三角州の離水 にはい くつかの原因が想定 されるが,そのひとつとして海

水準変動が挙げられる.太田ほか (1990)が整理 しているように,縄文海進以降の

海水準の微変動 としては, ｢縄文中期の小海退｣ (5,000-4,000年前)と ｢弥生の

小海退｣ (3,000-2,000年前)が知 られている.本研究で確認 された約3,000年前

～2,500年前の急速な三角州の離水 は, ｢縄文中期の小海退｣後に上昇 していた海水

準が ｢弥生の小海退｣で再び下降する時期に一致す る.ただし,海岸線の移動には,
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三角州の成長に関わる上流

か らの土砂供給量の変化 も

影響 してお り,海水準変動

のみで説明を完結すること

はできない.

つぎに,三角州の離水後

の環境変化 について考察す

る.地質断面図お よび珪藻

分析結果か ら示 されたよう

に,3,000年前に離水 した

範囲では,離水後比較的広

範囲に安定 した後背湿地が

成立 し,顕著な腐植土が堆

積 した. しか し,約2,000

年前から洪水氾濫が激化 し,

氾濫堆積物は後背湿地まで

及んだ.このような堆積環

境の変遷は,今回調査の対

象外 とした低地の上流部で

も報告されてお り (井関

4km

図8 矢作川下流低地における海岸線の移動

1961),かなり広域的な現

象であったと推測 される.また,自然堤防を構成する砂層の下位に, 6-8世紀の考

古遺物が埋没 しているという報告があ り (井関 1961,服部 1994), 6-8世紀以

降にも洪水氾濫の活発化 した可能性が高い.この背景には,気候変化 (sakaguchi

1982)や人為的な森林破壊による土砂供給量の増加 (井関 1979)があった可能性

がある.

ⅤⅠ.お わ りに

突作川下流低地で明らかになったように,低地の拡大週轟や陸域の古環境はかなり

変化に富んだものであった.日本の臨海沖積低地の地形や古環境に関する問題として

は,今回取 り上げた海岸線の移動や堆積環境の変化のほかに,埋積浅谷の形成 (井関

1963)や沖積面の形成 (高木 1979)などが残されている.これらについてはより

精密な議論が必要であるし,また14C 年代 を用いて研究を進めてい くことで地形環境

の変化の誘因を追求することも可能 と思われる.
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Radiocarbon datingsofupperm ostsedi-ents
inthecoastalplainsinJapan.

KumikoKAWASE
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Overthepastfew decadesaconsiderablenumberofstudieshavebeenmade

onthesedimentsand geomorphicdevelopmentsofthecoastalplainsin

Japan･However,littleattentionhasbeengiventotheuppermostsediments･

Theauthorconsiderthattheraiocarbon datingsofthatsedimentshelp to

understandthepatternsoftheexpantionofdeltasandto reconstructthe

terrestrialenvironmentalchangesduring the Holocene･

ThispaperintroducestheexampleoftheYahagiRiverLowland in the

centralJapan･In thislowland′thefollowingresultswereobtainedby

using sedimentologlCalanalysisOfboring-coredata,AMS14C dating,

diatom analysIS′and archaeologlCaldata･

ThesubaeriaLdelta expanded widelyduringca･3′000-2′500yrBP in the

northern partofthisarea･ Thisremarkableexpansionofdeltawas～
possibllyinnuenced bytheminorsea-levelchangesinthelateHolocene

:so-CalledTYayoiMinorRegressionl･

Andfluvialinfluencewasdominantin theperiodsaround2′000yrBP

and ca･1,400-1,200yrBP･Thesechangesofsedimentaryenvironmentswere

possibility influencedby theclimaticchangeand/orsomehuman

activities.
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